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学　期 10月～翌年9月 受講者数（名）
第1期 2006年 157
第2期 2007年 165
第3期 2008年 264
第4期 2009年 276
第5期 2010年 334
第6期 2011年 335
第7期 2012年 337
第8期 2013年 289
第9期 2014年 418
第10期 2015年 428
第11期 2016年 445
第12期 2017年 406
第13期 2018年 432
第14期 2019年 435
第15期 2020年 292

受講者数の推移（延人数）
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受講者数の推移（延人数）
11月12日現在 
数字は変動有 第

15
期
は
、
新
講
座
と
し
て
【
色
鉛
筆

画
】
、
【
朗
読
】
、【
お
く
の
ほ
そ
道
】
、
【
ス

ポ
ー
ツ
吹
矢
】
の

4
講
座
が
、
カ
レ
ッ
ジ

の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
加
わ
り
ま
し
た
。 

一
方
で
は
残
念
な
が
ら
、「
合
気
術
」
、「
社

交
ダ
ン
ス
」、「
リ
コ
ー
ダ
ー
」
、「
ジ
ャ
ズ
」、

「
英
会
話
」
、「
抒
情
歌
」
な
ど
が
開
講
で
き

ず
、
ま
た
、
調
理
室
を
使
用
す
る
講
座
他
、

終
了
に
な
っ
た
講
座
も
あ
り
、
１
４
０
名

も
の
大
幅
減
と
な
り
ま
し
た
。 

『
疫
病
対
策
の
奈
良
の
大
仏
』 

 
 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
は
第
三
波
に
及
び
日
本
で

12
万

人
を
超
え
る
感
染
者
（
死
者
１
，
９
０
０
人
以
上
）、
世

界
の
感
染
者
は
５
，
５
０
０
万
人
以
上
（
死
者
１
３
０

万
人
以
上
）
に
及
ん
で
い
る
（

11
月

20
日
現
在
）。
今

後
ど
こ
ま
で
猛
威
が
続
く
の
か
？ 

 
 

 

修
学
旅
行
の
定
番
コ
ー
ス
で
あ
る
奈
良
・
東
大
寺
の

大
仏
が
、
当
時
は
回
復
不
可
能
と
さ
れ
た
天
然
痘
流
行

を
消
滅
さ
せ
る
目
的
で
造
ら
れ
た
こ
と
は
意
外
に
知
ら

れ
て
い
な
い
。
聖
武
天
皇
即
位
の
天
平

9
年
（
西
暦
七

三
七
年
）
に
政
権
を
独
占
し
て
い
た
藤
原
武
智
麻
呂
四

兄
弟
全
員
が
相
次
い
で
病
死
し
て
「
疫
病
退
散
」
が
建

立
の
契
機
に
な
っ
た
。 

 

海
外
で
も

14
世
紀
欧
州
各
国
で
の
ペ
ス
ト
流
行
は

欧
州
全
人
口
の
三
分
の
一
が
死
亡
し
た
と
言
わ
れ
る
。

医
学
分
野
の
知
識
が
低
く
、
疫
病
感
染
は
「
神
の
怒
り
」、

「
誰
か
の
祟
（
た
た
）
り
」
と
人
智
を
超
え
る
災
害
と

信
じ
ら
れ
て
「
魔
女
狩
り
」
発
生
を
引
き
起
こ
し
た
。 

 

大
仏
建
立
に
話
を
戻
す
。
高
さ
１
５
．
８
㍍
は
ビ
ル

５
階
の
高
さ
。
銅
製
本
体
の
重
さ
は
推
定
２
５
０
ト
ン
。

体
の
表
面
は
金
箔
で
覆
わ
れ
て
い
る
が
、
製
法
は
鋳
造

さ
れ
た
大
仏
本
体
に
金
と
水
銀
の
合
成
液
体
を
塗
り
付

け
、
乾
い
た
後
に
炭
火
で
水
銀
だ
け
を
蒸
発
さ
せ
る
手

の
込
ん
だ
技
術
。 

当
時
の
日
本
に
そ
れ
だ
け
の
技
術
が
あ
っ
た
か
疑
わ

し
い
。
大
陸
か
ら
の
渡
来
人
の
存
在
を
思
わ
せ
る
。 

 

転
じ
て
現
代
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。
中
国
・
湖
北
省

武
漢
市
の
海
鮮
市
場
の
食
用
蝙
蝠
（
こ
う
も
り
）
変
異

説
、
同
市
の
中
国
科
学
院
研
究
所
か
ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
研
究
用
資
料
の
漏
洩
説
な
ど
が
流
れ
て
い
る
が
真
相

は
ヤ
ブ
の
中
。
時
代
を
通
じ
て
疫
病
対
策
は
難
し
い
。 

 
 
 
 
 
 

（
完
） 

 
 

 
 

 

ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
（
座
禅
草
）
の
花
言
葉

「
ひ
っ
そ
り
と
待
つ
」
、
雪
を
溶
か
し

な
が
ら
春
を
待
つ
「
沈
黙
の
愛
」 

那
須
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
代
表 
林 

茂
雄 

那
須
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
各
講
座
は
去
る

10
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
た
め
７
カ

月
の
長
期
休
講
後
に
第

15
期
講
座
募
集
を
再

開
し
た
。
あ
る
程
度
は
予
想
し
て
い
た
が
、
マ

ス
ク
着
用
、「
三
密
」
回
避
、
教
室
の
空
気
入
れ

替
え
な
ど
の
感
染
対
策
実
施
が
影
響
し
た
の

か
、
受
講
内
容
の
性
格
上
休
講
を
余
儀
な
く
せ

ざ
る
を
得
な
い
講
座
を
含
め
て
受
講
生
数
の

32
％
の
登
録
減
少
が
際
立
っ
た
。 

 

生
涯
学
習
の
性
格
か
ら
受
講
生
に
高
齢
者

が
多
く
な
る
の
は
仕
方
な
い
が
、
コ
ロ
ナ
初
期

感
染
以
来
の
『
高
齢
者
の
感
染
は
重
篤
（
じ
ゅ

う
と
く
）
に
な
る
可
能
性
が
強
い
』
と
の
警
告

が
効
き
す
ぎ
た
の
か
。『
生
涯
学
習
』
の
熱
意
は

あ
る
が
、『
命
あ
っ
て
の
物
種
』
と
の
受
講
者
の

思
い
も
理
解
で
き
る
。 

 
 

休
講
継
続
講
座
は
「
声
や
（
口
で
）
音
を
出

す
の
が
手
段
」
の
音
楽
合
唱
や
楽
器
吹
奏
の
ジ

ャ
ズ
、
抒
情
歌
、
リ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
の
講
座
。

英
会
話
講
座
も
無
理
だ
ろ
う
。
ス
ポ
ー
ツ
系
講

座
も
あ
る
程
度
の
減
員
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

結
果
、
受
講
者
総
数
は

14
期
末
の
４
３
５
人

か
ら

15
期
は
新
規
募
集
者
を
含
め
て
２
９
２

人
と

32
％
激
減
し
た
。 

11
月
中
旬
に
休
日
の
那
須
街
道
を
通
っ

た
が
、
車
の
混
雑
ぶ
り
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
混

雑
に
戻
っ
て
い
た
。 

日
光
那
須
国
立
公
園
の
一
角
を
占
め
る
観

光
地
・
那
須
町
がGo to travel

で
甦
っ
た
感

が
あ
る
。
経
済
維
持
と
感
染
対
策
を
両
立
さ
せ

る
の
は
難
し
い
が
、
役
場
の
税
務
課
長
が
町
議

会
で
「
令
和
２
年
の
減
収
は
約
３
億
円
と
予

測
。
ま
た
観
光
商
工
課
長
が
「
町
の
観
光
客
の

78
％
が
関
東
地
方
か
ら
の
誘
客
で
、
客
層
の

70
％
が
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
」
と
回
答
し
て
い
る

（
那
須
町
議
会
便
り
）
。
財
政
規
模
が
１
３
０

～
１
４
０
億
円
の
那
須
町
に
は
想
定
内
の
決

算
だ
ろ
う
。 

 

過
日
の

TV
ニ
ュ
ー
ス
で
は
平
山
町
長
が
ホ

テ
ル
に
到
着
し
た
観
光
客
を
出
迎
え
て
頭
を

下
げ
て
感
謝
の
言
葉
を
掛
け
て
い
た
。 

 
 

最
も
憂
慮
す
べ
き
は
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
関

係
者
か
ら
ク
ラ
ス
タ
ー
（
集
団
感
染
）
を
出
す

こ
と
だ
が
、
幸
い
に
も
那
須
町
自
体
に
感
染
者

が
出
て
い
な
い
（
居
住
者
の
他
地
域
入
院
は
あ

る
よ
う
だ
が
）
の
は
首
都
圏
と
の
交
流
が
密
な

町
で
は
幸
甚
で
あ
る
。 

シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
は
休
講
中
の
講
義
科
目

の
早
期
復
帰
と
通
常
態
勢
を
目
指
し
て
頑
張

り
ま
す
。
（
完
） 
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前列 講師の改田さん 

2020・10・12 

 

①
気
持
ち
が
落
ち
着
く 

気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
る
作
用
が

あ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン(

神
経
伝
達
物
質)

は
、
音
読
を
す
る
こ
と
で
多
く
分
泌

さ
れ
ま
す
。
音
読
を
習
慣
に
す
る
こ

と
で
、
安
定
し
た
精
神
状
態
を
導
く

だ
け
で
な
く
認
知
症
や
う
つ
の
予
防

に
も
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。 

 

②
や
る
気
が
出
る 

や
る
気
や
自
制
心
を
司
る
脳
の
前

頭
葉
は
、
音
読
に
よ
っ
て
刺
激
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
軽
く
な
っ
た
り
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

気
持
ち
に
向
き
合
う
こ
と
が
上
手
に

な
っ
た
り
す
る
で
し
ょ
う
。 

 

③
ス
ト
レ
ス
解
消 

大
き
な
声
を
出
す
こ
と
で
、
ス
ト

レ
ス
ホ
ル
モ
ン
が
少
な
く
な
る
だ
け

で
な
く
内
臓
の
働
き
も
活
性
化
し
ま

す
。
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
も
高
ま

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

 

④
脳
の
活
性
化 

「
黙
読
」
で
は
目
で
情
報
を
読
み

取
っ
て
脳
に
イ
ン
プ
ッ
ト
し
ま
す

が
、「
音
読
」
で
は
声
に
出
し
て
文
章

を
読
む
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
加
わ
り
ま

す
。
音
読
は
視
覚
と
聴
覚
の
両
方
を

同
時
に
用
い
る
こ
と
で
、
脳
の
活
性

化
に
効
果
が
あ
る
で
し
ょ
う
。 

 

⑤
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防 

の
ど
の
筋
肉
は
年
齢
と
と
も
に
衰

え
て
い
き
ま
す
。
本
来
食
道
に
入
る

べ
き
食
べ
物
が
誤
っ
て
気
管
に
入
る

こ
と
で
起
こ
る
誤
嚥
性
肺
炎
は
、
年

を
重
ね
る
と
と
も
に
気
を
つ
け
た
い

病
気
の
ひ
と
つ
で
す
。
予
防
の
た
め

に
も
、
音
読
で
の
ど
の
筋
肉
を
自
然

に
鍛
え
ま
し
ょ
う
。 

声を出す講座です。飛沫飛散防止の
フェイスシールドをつけたり、距離
を空けています。 

  

後列中央 講師の阿部さん 

と受講生さん 

11
月
7
日
（
土
）
り
ぼ

ー
る
に
色
鉛
筆
画
講
座

を
訪
問
し
ま
し
た
。 

 
２
回
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
終
わ
り
、
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
が
揃
っ
て

今
回
よ
り
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。 

 

色
鉛
筆
画
は
、
カ
ラ
フ

ル
な
だ
け
で
は
な
く
、

柔
ら
か
で
、
温
か
な
作

品
ま
で
表
現
が
で
き
そ

う
で
す
。 

今
は
亡
き
、
愛
犬
を
描

い
て
い
る
方
も
い
ま
し

た
。
写
真
よ
り
も
い
い

の
か
も…

 
 

自己紹介をしています 

前回の課題にアドバイス
を受けています。 

７２色の色鉛筆 
高そう～ 

な
ぞ
る
よ
う
な
技
法
で
、
難
し

く
考
え
る
こ
と
は
な
い
よ
う

で
す
が
、
や
は
り
、
そ
れ
な
り

の
感
性
が
必
要
か
も
ね
。 
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  「おくのほそ道」よもやま話講座 

10
月
20
日
り
ぼ
ー
る
・
た
な

か
家
庭
科
室
に
新
講
座 

「
お
く

の
ほ
そ
道
」
よ
も
や
ま
話
講
座
を

訪
問
し
ま
し
た
。 

こ
の
日
は
第
一
回
目
、
ス
タ
ー

ト
の
日
で
あ
り
、
13
名
の
受
講

生
さ
ん
全
員
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

百
五
十
六
日
間
、
四
百
七
十
六

里
余
に
及
ぶ
長
旅
の
中
で
、
特
に

印
象
に
残
っ
た
出
来
事
を
ま
と

め
た
の
が
、
紀
行
文
「
お
く
の
ほ

そ
道
」
で
す
。 

 

添
付
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
を

基
に
講
座
を
進
め
て
い
ま
し
た
。 

蓮實講師と 13 名の受講生さん 

中央 講師の村田さん 基本動作（所作）から始まります 

かなりのスピードです 

10
月
19
日
り
ぼ
ー
る
・
た
な
か
体

育
館
に
新
講
座 

「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
教

室
」
講
座
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

 

健
康
を
目
的
と
し
た
新
し
い
国
民

的
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。 

 

ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢
は
、

5
～

10
ｍ
離
れ
た
円
形
の
的
を
め

が
け
て
息
を
使
っ
て
矢
を
放
ち
、
そ

の
得
点
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
性

別
・
年
齢
問
わ
ず
誰
で
も
手
軽
に
で

き
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
み
な
が
ら

健
康
に
な
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

精
神
集
中
や
血
行
促
進
、
細
胞
の

活
性
化
に
役
立
ち
、
内
臓
の
諸
器
官

に
も
よ
い
影
響
を
与
え
ま
す
。
ま
た

精
神
力
・
集
中
力
が
身
に
付
き
ま
す
。 

かつての教え子さんも 
参加しているとか 
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事務局便り  
１．まずコロナウィルスとは  

ウィルスには、RNA型とDNA型がありま 

す。DNA型は、２本鎖がお互いに巻き付い 

ている形で、突然変異した場合、修復遺伝 

子によって除去されたり、修復されます。 

RNA型は１本鎖なので、突然変異が起きや 

すいウィルスです。従って、一度かかって 

も、また罹る可能性があります。（中国で見 

つかった型と、現在ヨーロッパで流行して 

いるものは、型が異なります）季節性のイ 

ンフルエンザが人によっては、１シーズン 

に２回罹る人もいますが、それは型が違っ 

たためです。   

 
２．ここでは、かなり分かってきた対策に  

ついてのみ記述します。  
➀ビタミンD、日照時間を多めにとる…免疫 

力を上げます。 

免疫には、本来持っている自然免疫と獲得免 

疫がありますが、天然痘などは一度罹ったら 

二度と罹りません。これが《獲得免疫》です。 

 

それに対して、生得的に身体が持っているの 

が《自然免疫》です。この力を 高めておく 

ことが大切になります。なるべく身体を温め 

る。身体を冷やすきゅうり、スイカなどは冬 

には食べない。ショウガ、唐辛子などを使っ 

たものを使い、身体を温めるなどの工夫をし 

ましょう。 

 

 

 

 

 

   

 ②気温、湿度がウィルスの生存時間を左右 

します。 

   気温が低く、湿度が低いとウィルスが長時 

間生き続けます。反対に、気温が高く、湿 

度が高いとウィルスが、2時間程度しか生 

きられません。 

  また、湿度が高いとのどの奥の繊毛(せん 

もう）が、異物を活発に排除してくれ、部 

屋の中の飛沫も跳びにくくなります。 

ですから、加湿器を使い、部屋の湿度を４ 

０％から６０％に保ちましょう。   

 

佐野のクラスターを分析してみると、職場 

⇒家族⇒新たな職場⇒…となってます。 

別居家族の感染者が家庭や施設を訪問、感 

染したという事例もありました。 

しばらく我慢が続きますが、自宅で踵を上 

げる、身体を動かすなどの工夫をしたり、 

スマホのテレビ電話で話をするなどして、 

つながりを持って下さい。 

 

 

 

井上 静男 著 
ヨーガ講座担当 

事務局役員 

 

 

 

 

 

 新規受講生 全体説明会 

9 月 5 日、コロナ禍真っ只中、文化
センター【小ホール】に於いて第 15
期新規受講生さんへの説明会が開催
されました。 
新講座講師も含め約 40 名が出席し
ています。 
 
例年ですと研修室を使用しますが、
“密”を避けるため空間を取っていま
す。第 15 期の新規受講申込者は、
若干の減となりました。 

投稿記事大募集!! 
俳句、短歌、写真 etc お待ちし
ています。 
取材にも参ります。お気軽に 

編集長 片上 

メールアドレスをお持ちでしょうか？ E メール、携帯、スマホ 

なんでも結構です。那須シニアカレッジに登録しませんか？ 

便利な情報が配信され、閲覧ができます。 

方法は、”○○講座の○○”です、と下記アドレスへ送信して

ください。すぐ、返事が届きます。方法が不明な方は、周りに

登録済みの先輩方がいらっしゃいます。聞いてみてください。 
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